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日
本
の
国

技
と
さ
れ
る

大
相
撲
。
そ

の
歴
史
を
辿

れ
ば
千
五
百

年
以
上
も
前

だ
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
大
相
撲
が
こ

の
令
和
の
時
代
、
熱
く

な
り
つ
つ
あ
る
。

　

先
場
所
優
勝
し
た
大

の
里
、
先
々
場
所
優
勝

し
た
尊
富
士
、
こ
の
二

力
士
に
熱
い
視
線
が
注

が
れ
て
い
る
。
依
然
と

し
て
モ
ン
ゴ
ル
勢
の
強

さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る

日
本
勢
だ
け
に
、
こ
の

二
人
へ
の
期
待
は
相
撲

フ
ァ
ン
の
悲
願
と
い
え

そ
う
だ
。

　

大
相
撲
は
昔
か
ら
出

身
都
道
府
県
別
に
盛
り

上
が
る
の
が
常
だ
っ
た

が
、
今
は
日
本
力
士
と

い
う
だ
け
で
盛
り
上
が

る
の
だ
か
ら
、
日
本
人

の
団
結
力
と
い
う
も
の

も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
本
当
の
相

撲
フ
ァ
ン
は
力
士
の
人

と
な
り
で
応
援
し
て
い

る
よ
う
で
、
モ
ン
ゴ
ル

人
も
日
本
人
同
様
、
す

べ
て
の
力
士
が
同
じ
で

は
な
い
。
日
本
人
以
上

に
日
本
の
国
技
を
尊
重

し
て
い
る
力
士
も
現
存

し
て
い
る
。
大
相
撲
の

醍
醐
味
と
は
、
や
は
り

力
士
の
【
人
と
な
り
】

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
今
場
所
、
名
古

屋
場
所
が
楽
し
み
だ
。
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過
半
数
の
賛
成
得
ら
れ
ず

無
記
名
投
票
に
て
決
議

　
５
月
29
日
お
か
や
ま
未
来
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第

71
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

代
議
員
、
役
員
、
来
賓
、
傍
聴
者
な
ど
を
合
わ
せ

て
計
１
８
８
人
が
出
席
し
、
令
和
6
年
度
の
運
動

方
針
、
予
算
案
の
他
、
行
動
費
支
給
や
旅
費
規
程

の
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
議
長
に
は
山
上
實

さ
ん
（
高
梁
）、
逢
澤
秀
樹

さ
ん
（
御
津
）
が
選
出
さ

れ
、
大
会
各
委
員
長
は
互

選
に
よ
り
、
資
格
審
査
委

員
長
に
白
川
幹
夫
さ
ん

（
倉
敷
）、
議
事
運
営
委
員

長
に
竹
下
浩
一
さ
ん
（
西

大
寺
）、大
会
宣
言
起
草
委

員
長
に
二
宮
行
宏
さ
ん

（
岡
山
）、
大
会
書
記
長
に

今
井
勝
弘
さ
ん（
児
島
郡
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
挨
拶
で
は
国
会

議
員
を
は
じ
め
、
全
建
総

連
、
他
組
合
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
よ

　

国
家
ま
た
は
公
共
事
業

に
対
し
、
功
労
の
あ
っ
た

方
へ
勲
章
を
授
け
る
令
和

６
年
春
の
叙
勲
で
、
岡
山

支
部
の
宮
本
治
夫
さ
ん

（
80
歳
）
が
「
瑞
宝
単
光

章
」を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
勲
章
は
明
治
21
年

に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、

宮
本
さ
ん
は
長
年

に
渡
り
技
能
検
定

委
員
を
務
め
ら
れ

た
功
績
を
称
え
ら

れ
今
回
の
受
章
に

至
り
ま
し
た
。

　

宮
本
さ
ん
は
昭

和
35
年
に
大
工
見

習
い
と
し
て
親
方

に
師
事
し
、
昭
和
53
年
に

独
立
。
以
来
長
年
に
渡
り

大
工
職
と
し
て
建
設
業
に

従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　

木
造
建
築
に
お
い
て
は

多
数
の
建
設
工
事
に
携
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
16
年
か
ら
令
和
４
年
ま

で
の
18
年
間
に
渡
り
、
大

最後は全員で団結ガンバロウ

り
令
和
５
年
度
運
動
経
過

と
決
算
報
告
、
令
和
６
年

度
運
動
方
針
・
予
算
案
、

組
合
規
程
の
一
部
改
正
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
質
問
で
は
35
件
の

質
問
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

20
件
が
会
館
建
設
に
関
す

る
質
問
・
要
望
で
し
た
。

執
行
部
か
ら
は
重
複
し
て

い
る
質
問
や
要
望
は
時
間

の
都
合
上
、
項
目
別
、
論

点
に
絞
っ
て
回
答
し
ま
し

た
。（
詳
細
は
５
Ｐ
へ
掲
載
）

　

採
決
で
「
令
和
５
年
度

運
動
経
過
並
び
に
決
算
」

「
令
和
６
年
度
運
動
方
針

並
び
に
予
算
案
」
は
拍
手

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

「瑞宝単光章」を受章
関係各所に感謝している

請願署名の協力を
全建総連　小倉書記次長

熱中症に
気を付けよう
体内に熱がこもったら
涼しい場所で休憩を

https://www.okayamakenro.or.jp/

お
会
館
建
設
の
事
業
費
の

概
算
・
財
源
・
支
払
い
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
項

「
建
労
岡
山
新
会
館
整
備

基
本
計
画
書
（
案
）
第
３

章
新
会
館
建
設
計
画
」
の

採
決
に
つ
い
て
は
代
議
員

の
無
記
名
投
票
に
て
承
認

を
求
め
、
賛
成
28
票
、
反

対
68
票
、
白
票
２
票
で
過

半
数
の
賛
成
を
得
ら
れ
ず

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
入
口
付
近

に
は
「
第
35
回
教
宣
コ
ン

ク
ー
ル
」、「
第
４
回
建
労

岡
山
写
真
展
」
の
応
募
作

品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

（
写
真
展
の
作
品
紹
介
は

２
、
３
Ｐ
へ
掲
載
）

　

建
労
岡
山
の
皆
様
に

は
岩
谷
委
員
長
を
筆
頭

に
、
全
建
総
連
の
取
り

組
み
に
協
力
頂
き
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
央
情
勢
に
つ
い
て

３
点
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
１
点
目
は
能
登
半

工
工
事
作
業
の
岡
山
県
技

能
検
定
委
員
を
務
め
多
く

の
技
能
士
を
輩
出
し
、
業

界
の
技
術
水
準
の
向
上
や

後
進
の
育
成
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
以

前
も
同
様
の
功
績
を
称
え

ら
れ
令
和
３
年
11
月
に
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
も
受
章

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
章
に
対
し
宮
本
さ
ん

は
「
と
て
も
光
栄
な
こ
と

で
、
素
直
に
嬉
し
い
。
長

年
、
検
定
委
員
を
続
け
て

こ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

関
係
各
所
の
み
な
さ
ん
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

島
沖
地
震
の
対
応
で
す
。

全
建
総
連
で
は
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
の
展
張
支
援
や
、
全

木
協
で
の
木
造
応
急
仮
設

住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。
39
加
盟
組
合
か
ら

７
８
０
人
の
大
工
の
協
力

を
得
て
、
建
労
岡
山
か
ら

は
10
人
を
超
え
る
方
に
集

合
頂
い
て
い
ま
す
。
２
点

目
は
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
に
つ
い
て
、
前
年
比

５
・
９
％
の
引
き
上
げ
が

さ
れ
、
２
万
３
，
６
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
12
年
連
続
の
引
き

上
げ
と
な
り
、
過
去
最
高

賃
を
更
新
し
ま
し
た
。
３

点
目
は
１
０
０
万
人
国
会

請
願
署
名
で
、
昨
年
11
月

か
ら
取
り
組
み
を
始
め
た

署
名
運
動
で
、
５
月
23
日

現
在
、
１
１
９
万
５
千
筆

と
な
り
１
０
０
万
の
大
台

を
突
破
し
、
今
後
も
組
織

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

み
ま
す
。（
要
旨
抜
粋
）

勲記を手にする宮本さん（岡山）

第71回
定期大会
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衆
議
院
議
員

　

逢
沢　

一
郎（
秘
書
）

　

山
下　

貴
司（
秘
書
）

　

加
藤　

勝
信（
秘
書
）

　

橋
本　
　

岳（
秘
書
）

参
議
院
議
員

　

石
井　

正
弘（
秘
書
）

　

小
野
田
紀
美（
秘
書
）

岡
山
県
知
事

　

伊
原
木
隆
太（
秘
書
）

建労岡山の発展目指し
繋がり保つ仕組みを構築

執行委員長　岩谷　住彦
　

皆
様
に
は
建
設
業
界
を

支
え
な
が
ら
、
組
合
の
た

め
に
ご
尽
力
を
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
69
回
、
70

回
の
定
期
大
会
は
縮
小
開

催
で
し
た
が
、
本
日
、
こ

の
よ
う
に
来
賓
を
お
招
き

し
て
の
大
会
が
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
広
く

薄
い
人
間
関
係
に
変
化
し
、

職
場
な
ど
で
は
信
頼
関
係

を
築
き
に
く
い
３
年
間
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に

若
い
世
代
で
心
地
よ
く
な

い
人
間
関
係
が
遮
断
さ
れ

が
ち
で
、
そ
の
影
響
は
10

年
20
年
後
に
出
て
く
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
関

係
を
作
る
機
会
が
減
少
す

る
中
、
同
世
代
の
横
の
つ

な
が
り
が
重
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
建

労
岡
山
の
組
合
員
で
よ
か

っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と

対
面
、
上
手
に
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
「
必
要
な
つ
な

が
り
を
保
て
る
」
仕
組
み

を
構
築
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

雇
用
改
善
・
担
い
手
確

保
・
育
成
に
関
す
る
１
０

０
万
人
署
名
は
短
い
期
間

で
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、

２
０
２
４
年
問
題
に
向
け

た
「
建
設
業
法
」
の
改
正

案
に
は
請
願
内
容
に
あ
る

「
建
設
労
働
者
の
処
遇
改

善
」
を
全
面
的
に
取
り
上

げ
て
お
り
ま
す
。

　

建
設
業
が
「
地
域
の
担

い
手
」
の
役
割
を
将
来
に

わ
た
っ
て
果
た
し
て
い
け

る
よ
う
様
々
な
措
置
が
盛

１、組合のメリットを訴え組織拡大を図ろう！

１、�ハガキ要請行動で建設国保の予算確保につなげ
よう！

１、青年の仲間に声を掛け組合加入をすすめよう！

１、ジュタックを活用して仕事確保を図ろう！

１、技術を磨き資格を取得して賃金確保につなげよう！

１、働き方改革を進め後継者の確保と育成を図ろう！

１、�建設キャリアアップシステム（CCUS）に登録し
よう！

１、�特定健診、特定保健指導を推進し建設国保を守
ろう！

１、けんろう共済で仲間同士の助け合いを図ろう！

１、職場の安全対策を徹底し労働災害を絶滅しよう！

１、労災保険学習会に参加して知識を深めよう！

１、組合機関紙「建設労報」で知識の向上を図ろう！

大会スローガン

り
込
ま
れ
て
お
り
、
早

期
成
立
目
指
し
、
進
め

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
や
家
族
の

方
々
が
安
心
し
て
働
き
、

暮
ら
せ
る
環
境
を
守
る

た
め
、
組
合
も
役
割
分

担
と
協
力
で
目
標
に
向

か
っ
て
動
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
だ
と
思
い
ま

す
。

　

「
建
労
岡
山
の
皆
様

の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

る
運
動
に
全
力
で
取
り

組
む
こ
と
」
を
誓
う
と

共
に
建
労
岡
山
の
発
展

と
い
う
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
力
合
わ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
要
旨
抜
粋
）

大
会
表
彰

来
賓
出
席
者

全
建
総
連
書
記
次
長

�

小
倉　

範
之

広
島
建
労
執
行
委
員
長

�

原　
　
　

正

建
設
山
口
執
行
委
員
長

�

吉
村　
　

修

組
合
顧
問

�

池
田　

邦
一

�

（
敬
称
略
）

大
　
会
　
宣
　
言

　

建
労
岡
山
第
71
回
定
期
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「
５
類
」
移
行
に
伴
い
、
５
年
ぶ

り
に
参
加
制
限
を
撤
廃
し
て
開
催
し
た
。
今
大
会
で
、
改
め
て
我
わ
れ
の
命
の
綱
で
あ
る
建
設
国

保
の
育
成
・
強
化
、
若
年
建
設
技
能
労
働
者
の
育
成
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な
ど
中
期
的
な
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の
運
動
方
針
案
を
確
認
し
た
。

　

日
本
経
済
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
侵
攻
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
長
期
化
等
、
混
迷
す
る
世
界
情
勢
と
日
米
の
金
利
政
策
の
差
に
よ
り
円
安
が
進
行
し
、
物

価
上
昇
に
歯
止
め
が
効
か
ず
実
質
賃
金
は
22
ヶ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
日
々
の
暮

ら
し
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
業
に
お
い
て
も
、
今
年
４
月
か
ら
の
時
間
外
労
働
時
間
の
上
限
規
制
適
用
に
よ
り
、
完
全

週
休
２
日
制
の
導
入
が
急
が
れ
る
。
国
土
交
通
省
は
業
界
団
体
に
対
し
「
上
位
企
業
は
下
位
企
業

か
ら
の
資
材
高
騰
に
伴
う
工
事
価
格
の
変
更
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
」。
ま
た
、「
労
務
費
を
原
資

と
す
る
値
引
き
交
渉
を
行
わ
な
い
こ
と
」。「
適
正
な
工
期
を
設
定
す
る
こ
と
」
な
ど
を
求
め
て
い

る
が
、
業
界
全
体
に
浸
透
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
建
設
国
保
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
国
保
組
合
補
助
制
度
の
見
直
し
、

勤
労
者
皆
保
険
制
度
の
実
現
に
よ
る
加
入
範
囲
等
の
縮
小
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
と

の
一
体
化
の
徹
底
に
よ
る
保
険
者
機
能
低
下
の
「
３
つ
の
危
機
」
に
直
面
し
て
い
る
。
建
労
岡
山

は
、
建
設
労
働
者
・
職
人
の
た
め
の
日
雇
健
保
の
擬
制
適
用
を
目
指
し
結
成
さ
れ
今
年
で
70
周
年

を
迎
え
た
。
今
後
も
先
人
達
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
建
設
国
保
を
守
り
抜
く
た
め
に
は
、
今
後
も

組
合
員
と
そ
の
家
族
の
力
の
結
集
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
建
設
国
保
だ
け
で
な
い
組
合

の
魅
力
も
広
く
周
知
し
、
組
織
拡
大
の
気
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

建
設
業
界
、
ま
た
組
合
に
お
け
る
多
く
の
課
題
の
解
決
に
向
け
、
組
合
員
の
更
な
る
団
結
と
魅

力
あ
る
組
合
づ
く
り
を
通
じ
て
、
本
日
よ
り
行
動
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

�

令
和
６
年
５
月
29
日

�

岡
山
県
建
設
労
働
組
合�

�

第
71
回
定
期
大
会

【
組
織
拡
大
表
彰
】

　

倉
敷
支
部

　

岡
山
支
部

　

都
窪
支
部

　

玉
島
支
部

　

児
島
支
部

　

西
大
寺
支
部

　

総
社
支
部

　

児
島
郡
支
部

　

玉
野
支
部

　

赤
磐
支
部

　

和
気
支
部

　

吉
備
支
部

　

笠
岡
支
部

　

新
見
支
部

功
労
者
表
彰
の
池
田
邦
一
さ
ん

【
第
35
回
教
宣
コ
ン
ク
ー
ル
】

最
優
秀
賞

　

井
原
支
部

優
秀
賞

　

岡
山
支
部

　

吉
備
支
部

入
選

　

津
山
支
部

　

児
島
支
部

　

赤
磐
支
部

　

高
梁
支
部

　

御
津
支
部

【
功
労
者
表
彰
】

　

家
江　

利
治（
岡　

山
）

　

仁
木　

卓
男（
岡　

山
）

　

圓
山
三
太
郎（
都　

窪
）

　

末
長　
　

眞（
津　

山
）

　

今
井　

勝
弘（
児
島
郡
）

　

槇
枝　
　

亨（
玉　

野
）

　

池
田　

邦
一（
真　

庭
）

　

江
草　
　

守（
井　

原
）

　

山
下　

勝
正（
吉　

備
）

【
書
記
表
彰
】

　

仲
村　

政
紀（
本　

部
）

【
全
建
総
連
表
彰
】

　

柴
田　

正
人（
久　

米
）

�

（
敬
称
略
）

組
織
拡
大
表
彰（
倉
敷
）

最
優
秀
賞
の
井
原
支
部
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第
４
回
建
労
岡
山
写
真
展
に
は
23
人
の
応
募
が
あ

り
、
第
71
回
定
期
大
会
会
場
で
掲
示
し
ま
し
た
。
多

く
の
組
合
員
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
全
応
募
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。
応
募
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鏡餅
倉敷支部　藤田　昌平（大工）

リホーム助成金で仕事確保
赤磐支部　萩原　潤彦（塗装工）

塀瓦葺
吉備支部　矢田部宏（屋根工）

登高座礼盤
御津支部　逢澤　秀樹（畳工）

わが家を新築工事　THE切妻!!
総社支部　今川　幸雄（屋根工）

ヒマをもてあました大工の遊び
小田支部　藤田　信行（大工）

那岐山東屋建替工事
真庭支部　國本　学（大工）

360° ３面鏡台
吉備支部　犬間　昌雄（大工）

我が子のために頑張った
津山支部　赤座　準（大工）

エンスイ
吉備支部　山下　勝正（板金工）

七面建戸袋（鍵・丸環・猫）
御津支部　北山　紀明（大工）

建
労
岡
山
写
真
展

建
労
岡
山
写
真
展

作
品
紹
介

作
品
紹
介

建
労
岡
山
写
真
展

建
労
岡
山
写
真
展

作
品
紹
介

作
品
紹
介
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彫り物
真庭支部　若田　佳嗣（配電工）

心がほっとゆるむ味彩の古民家 京
倉敷支部　曽我部雄二（大工）

オトコの居場所
真庭支部　松葉　真美（設計士）

神田稲荷神社屋根改修工事
和気支部　黒住　裕之（板金工）

古き良き時代思い出
津山支部　大塚　篤二（大工）

心豊かに暮らせる庭
吉備支部　岸本　則章（エクステリア）

ラグジュアリーなモダンファサード
吉備支部　岸本　孝則（エクステリア）

門柱とこだわりの表札
総社支部　山本　健太（ブロック工）

美しい乱張り
吉備支部　山室　昭士（タイル工）

しりぬぐい
総社支部　山本　茂輝（ブロック工）

六角形　囲炉裏
真庭支部　松葉　恭典（設計士）

つる
苫田西支部　池田　定夫（左官）
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第198章

趣味はDANCE
子供達と楽しむ

　【
青
年
部
　
河
原
瑞

樹（
25
歳
・
高
梁
）】
私

は
板
金
工
と
し
て
働
き
、

趣
味
は
ダ
ン
ス
で
す
。

小
学
生
か
ら
ダ
ン
ス
を

習
い
始
め
、
学
生
時
代

は
同
級
生
を
誘
っ
て
一

緒
に
ダ
ン
ス
を
し
て
い

ま
し
た
。
練
習
し
て
上

手
く
な
り
た
い
と
か
で

は
な
く
、
た
だ
楽
し
い
か

ら
ず
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
は
週
に
１
回
、
地
元

の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
子

供
達
に
ダ
ン
ス
を
教
え
て

い
ま
す
。
子
供
達
は
毎
週

欠
か
す
こ
と
な
く
練
習
に

来
て
く
れ
、
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
る
姿
を
見
な
が

ら
、
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
す

る
こ
と
が
私
に
と
っ
て
一

番
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
で
み

ん
な
に
か
っ
こ
い
い
踊
り

を
披
露
す
る
こ
と
や
、
私

も
運
動
の
た
め
に
ダ
ン
ス

を
続
け
て
い
く
こ
と
、
子

供
達
に
は
体
を
動
か
す
こ

と
の
楽
し
さ
や
、
ダ
ン
ス

の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

団
体
割
引
は
15
％

見
積
で
ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
貰
え
る

　

予
め
事
前
質
問
を
受
け

付
け
、
大
会
当
日
に
執
行

部
が
回
答
し
ま
し
た
。
事

前
質
問
・
要
望
は
合
計
35

件
あ
り
、
会
館
建
設
が
焦

点
で
し
た
が
、
予
算
や
執

行
委
員
の
行
動
費
の
引
き

上
げ
、
大
会
の
代
議
員
定

数
・
選
出
基
準
の
他
、
役

員
の
選
任
や
、
本
部
執
行

委
員
と
支
部
役
員
の
関
係

な
ど
の
質
問
で
し
た
。

　

す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ

と
は
紙
面
の
文
字
数
の
都

合
上
で
き
ま
せ
ん
の
で
項

目
別
、
論
点
に
絞
っ
て
掲

載
し
ま
す
。

　

会
館
建
設
で
は
現
在
地

で
建
て
替
え
と
な
っ
た
経

　

組
合
で
取
り
扱
っ
て
い

る
、
西
日
本
自
動
車
共
済

（
西
自
共
）
で
は
７
月
１

日
か
ら
８
月
31
日
ま
で

「
見
積
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
に
新
規
ま
た
は

他
社
か
ら
の
切
替
で
見
積

り
さ
れ
た
方
へ
ハ
ン
デ
ィ

フ
ァ
ン
、
成
約
さ
れ
た
方

へ
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ

ー
ヒ
ー
ギ
フ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
９
月
30
日
ま

で
を
共
済
期
間
の
初
日
と

す
る
契
約
に
つ
い
て
、
組

合
員
本
人
と
そ
の
同
居
親

族
が
所
有
・
使
用
す
る
自

動
車
に
つ
い
て
は
組
合
独

自
の
団
体
割
引
15
％
が
適

用
さ
れ
掛
金
が
割
安
と
な

り
ま
す
。（
法
人
名
義
も

可
）

緯
に
つ
い
て
３
支
部
か
ら

質
問
が
あ
り
、
70
回
定
期

大
会
に
お
い
て
現
在
地
に

建
て
替
え
る
こ
と
は
確
認

さ
れ
、
本
部
会
館
で
開
催

す
る
会
議
等
に
参
加
す
る

組
合
員
の
利
便
性
を
考
え

候
補
地
と
し
た
。
現
在
地

以
外
に
５
カ
所
の
候
補
地

が
あ
っ
た
が
、
同
規
模
程

度
の
土
地
取
得
費
用
が
必

要
に
な
り
、
土
地
を
売
却

す
る
こ
と
で
不
動
産
所
得

税
が
課
税
さ
れ
３
割
程
度

の
資
産
が
減
少
す
る
。
自

然
災
害
で
は
避
難
場
所
と

し
て
役
割
を
果
た
し
、
救

援
・
支
援
活
動
拠
点
に
も

活
用
が
で
き
る
と
回
答
し

ま
し
た
。

　

業
者
の
選
定
方
法
に
つ

い
て
２
支
部
か
ら
質
問
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採

用
し
、
粗
悪
な
業
者
が
安

い
価
格
で
入
札
す
る
こ
と

を
避
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
競
争
の
場
合
組
合
員

が
協
力
業
者
と
し
て
携
わ

る
際
は
請
負
単
価
に
悪
影

響
を
与
え
か
ね
な
い
と
回

答
。

　

建
設
費
・
資
金
に
つ
い

て
６
支
部
が
質
問
し
、
建

　

各
支
部
で
集
団
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
問

診
票
の
中
に
「
20
歳
の
時

の
体
重
か
ら
10
㎏
以
上
増

加
し
て
い
る
」
と
い
う
質

問
項
目
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

建
設
国
保
の
令
和
４
年

度
の
結
果
は
、
約
40
％
の

方
が
「
は
い
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
10
㎏
ま
で
は
い

か
な
く
て
も
、
若
い
頃
よ

り
体
重
が
増
え
た
と
い
う

方
は
、
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

健
診
結
果
が
返
っ
て
く

る
今
が
減
量
の
始
め
時
で

す
。
簡
単
に
無
理
な
く
取

り
組
め
る
３
ヶ
月
で
腹
囲

-2
㎝
・
体
重
-2
㎏
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

約40％が10kg増
-2㎝・-2kgチャレンジ

て
替
え
費
が
５
億
円
か

ら
６
億
円
と
な
っ
た
理

由
は
、
建
設
資
材
の
高

騰
や
仮
事
務
所
設
置
費

用
な
ど
の
値
上
が
り

で
、
約
１
億
円
程
度
が

必
要
と
会
館
建
設
委
員

会
で
確
認
し
、
執
行
委

員
会
で
も
確
認
し
た
と

回
答
。

　

建
設
を
推
進
す
る
意

見
、
要
望
に
つ
い
て
、

計
画
通
り
進
め
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
組
合
員
に
親

し
ま
れ
る
新
会
館
に
す

る
た
め
慎
重
に
進
め
た

い
と
回
答
。

　

そ
の
他
、
会
館
建
設

に
つ
い
て
の
周
知
状
況

や
、
大
規
模
自
然
災
害

準
備
費
な
ど
の
質
問
に

そ
れ
ぞ
れ
回
答
し
ま
し

た
。

　

詳
細
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

チ
ラ
シ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
知
ら
せ
欄
か
ら
も
確

認
で
き
ま
す
。
現
在
加
入

し
て
い
る
自
動
車
保
険
の

満
期
が
近
い
方
、
新
た
に

自
動
車
を
購
入
予
定
の
方

な
ど
一
度
見
積
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

見
積
り
に
つ
い
て
は

「
合
同
会
社
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
」
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
見
積
り
に
は
現

在
契
約
の
保
険
証
券
、
車

検
証
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
合
わ
せ
て
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。
チ
ラ
シ

裏
面
の
自
動
車
共
済
見
積

依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

西日本
自動車共済

3ヶ月-160kcalで-２㎝・-２㎏チャレンジ
１日に160kcal減らすためには、食生活と、運動を組み合わせることが
ポイント！
例えば◎ポテトサラダを生野菜サラダにチェンジ
ポテトサラダ➡生野菜サラダ

120kcal➡40kcal
-80kcal ＋

買い物に自転車を使う
20分　-80kcal

＝ 目標達成☆
-160kcal

例えば◎ビールをカロリーオフタイプにチェンジ
ビール➡カロリーオフビール
160kcal➡100kcal

-60kcal ＋

早歩きをする
20分　-100kcal

＝ 目標達成☆
-160kcal

※�調理法等によってエネルギー量は異なります。
※運動は体重70㎏にの人の目安

小﨑代議員（玉野）

佐藤代議員（都窪）

焦
点
は
会
館
建
設
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
を
す
る

カロリーオフ カロリーオフ
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く
れ
ま
す
。

　

今
の
世
の
中
、
戦
争
で

食
べ
る
こ
と
さ
え
ま
ま
な

ら
ず
、
生
き
て
い
く
こ
と

が
難
し
い
境
遇
に
い
る
人

達
、
ま
た
、
生
ま
れ
つ
き

身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た

り
、
難
病
を
抱
え
て
い
る

人
達
も
い
る
。

　

平
和
な
日
本
に
生
ま
れ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

そ
し
て
五
体
満
足
に
生
ま

れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
と
て
も
あ
り
が
た
く
、

幸
せ
だ
な
と
思
う
こ
と
が

309

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

魅力は人との繋がり
仲間と回るホールは最高

笠岡支部 笠原正太郎さん（型枠工・55歳）

　

40
歳
の
頃
、
仕
事
を
任

せ
ら
れ
る
職
人
が
育
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
友
人
か
ら

勧
め
ら
れ
た
ゴ
ル
フ
を
始

め
ま
し
た
。

　

野
球
経
験
者
な
の
で

「
止
ま
っ
て
い
る
ボ
ー
ル

を
打
つ
ぐ
ら
い
余
裕
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、全
く
玉
に
当
た
ら
ず
。

悔
し
く
て
打
ち
っ
ぱ
な
し

に
行
き
、
見
よ
う
見
ま
ね

で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

約
１
年
後
に
同
業
者
の

集
ま
り
で
ホ
ー
ル
デ
ビ
ュ

ー
。
最
初
は
１
６
０
、
１

７
０
ぐ
ら
い
の
ス
コ
ア
を

叩
い
た
と
の
こ
と
。
上
手

く
い
く
時
、
い
か
な
い
時

が
交
互
に
く
る
こ
と
に
面

白
み
を
感
じ
て
い
た
そ
う

で
す
。「
同
じ
ぐ
ら
い
の
ス

苫田西支部
西尾美惠子

　

年
に
何
回
か
友
達
と
旅

行
に
行
き
「
御
朱
印
」
を

頂
い
た
り
、
推
し
の
ラ
イ

ヴ
に
行
っ
て
２
時
間
も
の

間
、
飛
び
跳
ね
歌
っ
た
り

と
…
。
こ
れ
が
私
の
一
番

の
楽
し
み
で
す
。

　

「
ま
た
明
日
か
ら
頑
張

ろ
う
！
」
っ
て
力
が
湧
い

て
き
ま
す
。
ラ
イ
ヴ
か
ら

帰
っ
て
く
る
と
「
楽
し
か

っ
た
？
」
っ
て
聞
い
て
く

れ
る
夫
。
こ
の
言
葉
が
よ

り
一
層
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

喜
び
を
「
倍
増
」
さ
せ
て

　

５
月
号
に
掲
載
し
た

「
７
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が

し
」
正
解
発
表
で
す
。
応

募
は
83
通
で
し
た
（
正
解

率
95
・
１
％
）

多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
な
り
に
任

さ
れ
た
仕
事
が
あ

り
、
旅
行
・
ラ
イ

ヴ
に
行
っ
た
り
で

き
る
、
ご
く
当
た

り
前
の
毎
日
を
過

ご
せ
て
い
る
幸

せ
。
毎
日
の
「
当

た
り
前
」
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

みんなでワイワイが好きな笠原さん

　

当
選
者
は
景
品
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
も

機
関
紙
へ
の
意
見
・
要
望

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コ
ア
の
仲
間
達
と
回
る

こ
と
が
多
く
な
る
と
気

を
遣
わ
ず
ワ
ー
ワ
ー
言

い
な
が
ら
ゴ
ル
フ
が
で

き
、
と
て
も
楽
し
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

一
番
の
魅
力
は
人
の

輪
が
広
が
る
こ
と
。「
ホ

ー
ル
は
４
人
で
回
る
。

初
対
面
の
人
と
も
会
話

を
通
じ
て
関
係
性
が
で

き
、
次
の
輪
に
繋
が
り

広
が
っ
て
い
く
。
職
種

や
年
齢
も
関
係
な
い
人

達
と
の
繋
が
れ
る
の
は

素
晴
ら
し
い
。
だ
か
ら

誘
わ
れ
た
ら
で
き
る
だ

け
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
」
と
の
こ
と
。

　

人
生
の
半
分
は
建
労

で
お
世
話
に
な
り
感
謝

し
て
い
る
と
笠
原
さ

ん
。「
ゴ
ル
フ
は
健
康
に

も
良
い
し
年
を
と
っ
て

も
続
け
ら
れ
る
。
若
い

人
と
も
年
齢
関
係
な
く

競
え
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、
ず
っ
と
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

ガ
ウ
ラ
ー
の
楽
し
み

夫
の
言
葉
で
喜
び
倍
増

推
し
の
ラ
イ
ヴ
と
御
朱
印
集
め

〈
県
　
内
〉

２
日　

四
役
会
議

６
日
～
７
日　

　

�

木
建
作
業
主
任
者
技

能
講
習

９
日　

国
保
理
事
会

16
日　

青
年
部
幹
事
会

17
日

　

会
館
建
設
委
員
会

18
日

　

技
対
担
当
者
会
議

21
日　

　

�

岡
山
県
青
年
技
能
競

技
大
会

　

�

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
特
別

ま
ち
が
い
さ
が
し

正
解
発
表

７つの

教
育

23
日　

執
行
委
員
会

29
日　

国
保
組
合
会

〈
県
　
外
〉

３
日
～
５
日　

教
宣
大
学

７
日
～
８
日　

　

全
国
青
協
交
流
集
会

12
日　

　

�

予
算
要
求
中
央
総
決
起

大
会

25
日

　

�

組
織
機
構
改
革
検
討
委

員
会

26
日　

　

予
算
要
求
中
央
行
動

29
日
～
30
日　

　

全
国
組
織
部
長
会
議

応募者の声
◎�主人がこの度、初めて労組の役を任され大変そうにしています。子どもが高校生にな
りあっという間に１ヶ月が経ちました。２人とも新１年生です。
◎�職業訓練校の卒業を拝見して昔を思い出しました。約15年前私の息子も訓練校を卒
業しておりまして塗装工一筋今も同じ会社で働いています。卒業された皆さん今後の
建設業を盛り上げて頂きたいです。
◎�色々なものが高くなっている中、建設国保も保険料が上がり生活が出来ません。良い
話が全くなく、子供の養育費も年々上がっていっておりとても苦しい日々です。個人
の一人親方にとって良い話はないのでしょうか。
◎�キャリアアップなど重要な事は長く深く掘り下げてわかりやすく何回も記事にして
ください。
◎�ハガキ要請はたった２枚になりました。どうぞ皆様我々の声を国へ届けましょう。毎
回手書きで心を込めて書いていますよ。届け～とネ
◎�組合の方の趣味や好きなものを知ることが出来たり、ふふっと笑うこともあれば時に
は涙したり、毎回読むのが楽しみです。いつもありがとうございます。
◎�青年部活動を読んで50年昔の自分を思い出しました。青年部活動でスポーツ、踊り、
歌、色々楽しく過ごしてました。


